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去る５月２５日開催の総会において世話人代表に選任されました。長年世話人 

代表として会を牽引してこられた鈴木雅夫相談役の後を継いで代表に就任するこ 

とに身の引き締まる思いです。微力ではございますが、鈴木相談役をはじめ世話 

人の皆さんのご支援を得ながら「新老人の会」石川の活性化のため尽力する所存 

ですので、皆様のお力添え・ご協力をお願いいたします。 

日野原重明先生が亡くなられて７年が経過しました。「新老人運動」の創始者であり実践者でも

あった日野原先生の逝去は、東京本部の解散、各支部の独立、新規加入者の減少、会員の減少、

日野原イズムの希薄化等、「新老人の会」の活動に多大の影響をもたらしました。 

石川においても会員の高齢化が進み、死亡や活動困難等の理由により退会される方が増加して

おります。また、コロナ禍による外出の抑制もそれを助長する結果となりました。 

しかしながら、少子高齢化の時代にあって、「新老人の会」の趣旨である「創めること」、「自

立」、「会員の交流」を実践することにより、高齢者が健康で生き甲斐を持って活動することが一

層重要になってきていると思います。最近、能登半島地震で仮設住宅に入居した独居老人が孤独

死と新聞に記載されていました。非常に残念な出来事です。 

こうした中、「新老人の会」石川では、今年度、「会員の集い」の内容の充実を図るほか、新た

に、お弁当をもって花見と散策を楽しむ「季節の花見会」の実施、サークル「カラオケを楽しむ

会」、「落語（映画）鑑賞会」を新設するなど、会員の皆様に自宅から外へ出て他人と交流する機

会を増やす事業を計画しております。皆様もご自分の健康・体力を勘案しつつ参加してみてはいか

がでしょうか。 

「新老人の会」石川が会員の生き生きとした活動の拠り所となるよう、また、日野原イズムの

継承にも努めてまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 

第２回会員の集い＆昼食懇話会開催のお知らせ 
 

日  時：２０２４年８月２４日(土) １１：００～１３：００     

内  容：ハーモニカアンサンブル演奏会      

出  演：ルビアスマイル      

場  所：金沢ニューグランドホテル     

会  費：３，５００円(昼食代を含む) 

※同封の返信用ハガキに必要事項を記入し８月９日(金)までに投函してください。 



２０２４年度定期総会＆昼食懇話会の開催 

                          高 木 正 二 

                               

 
 

 
  

２０２４年度定期総会＆昼食懇話会が５月２５日(土)、会員２３名の参加により金沢ニューグラン

ドホテル３階「パラッツオ」で開催されました。 

 定期総会は山内事務局長の司会で開会し、冒頭の挨拶で鈴木雅夫世話人代表は令和６年能登半島

地震に言及し、甚大な被害や自らの体験について話された後、防災対策と支援を呼びかけました。 

 次に、新入会員の紹介があり、昨年９月に加入した早川由紀さんが紹介されました。 

 続いて議事に入り、始めに、事務局から、本日の総会が出席２３、委任状９、計３２で、会員数

３６の過半数を超えており成立している旨の報告があり、議長に選出された大島恒治さんの進行で

以下の６議案 

 第１号議案 ２０２３年度(令和５年度)事業報告 

第２号議案 ２０２３年度(令和５年度)会計決算報告 

第３号議案 ２０２４年度(令和６年度)事業計画(案) 

第４号議案 ２０２４年度(令和６年度)会計予算(案) 

第５号議案 任期満了に伴う役員の選任について 

第６号議案 規約の一部変更について  

が審議され、満場の拍手で承認されました。 

 ２０２４年度(令和６年度)事業計画(案)では、１１月の第３回会員の集いで日野原真紀氏を講師に

お迎えすることや、新たな事業としてお弁当をもって花見と散策を楽しむ「季節の花見会」の実施、

サークル「カラオケを楽しむ会」、「落語（映画）鑑賞会」の新設などが承認されました。 

任期満了に伴う役員の選任では、鈴木雅夫世話人代表が代表を退任し相談役に選任、山内ミハル

事務局長を世話人代表に選任、世話人の数澤輝夫、前川昭治両氏の退任に伴う新世話人として久保

恵美子、吉田弘之の両氏を選任する案が承認されました。 

また、山内事務局長の世話人代表就任に伴い、後任として高木書記が事務局長に選任されたこと

から、会の事務所の住所（事務局長宅）を変更する規約の一部変更が承認されました。 

議事終了後、新任の世話人代表、世話人が紹介され、それぞれから挨拶がありました。 

 総会終了後昼食懇話会が開かれ、参加者は食事を摂りながら和やかに会話を楽しんでいました。 

途中、福岡恒忠さんがオカリナで「竹田の子守唄、お嫁においで、北の国から」の３曲を演奏し、 

見事な演奏に会場から盛大な拍手が送られました。オカリナサークルの復活を期待したいと思いま

す。終わりに、鈴木相談役のハーモニカ伴奏で「ふるさと」を全員で歌い、閉会となりました。 
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今年の３月、私は満９４の歳を迎えまし

た。そして思わずこんな句？を詠みました。 

 “山笑う ここまで来たかと ９と４歳” 

 毎週２回、通所しているリハビリセンター

の仲間たちが誕生日を祝ってくれたので、こ

の句をみんなの前で披露しながら、お蔭様で

もう〈苦〉も〈死〉も越えたところに来てし

まったようです。と今の心境を語ったりして

いました。 

 なぜ９４歳なのかというと、私が妻晴美と

結婚した時の仲人をして下さった、私の大変

尊敬する先生が９４歳まで生きた方でした。

それで私は長い間、先生の年まで生きるぞと

人生の目標にしてきたのでした。 

ありがたいことです。もういつまでも９

〈苦〉と４〈死〉にこだわる必要が無くなっ

たのですから。 

 何だか語呂合わせのような話になってきま

したが、私にはこれには忘れることのできな

い貴重な体験があるのです。 

 私の大切な妻晴美が、一昨年の９月８日に

８９歳で天に召されて行きました。その死を

目前にした床の傍らで、彼女に私が読んで聞

かせた聖書の中の主イエスの言葉、『私は復

活であり、命である。私を信じる者は、死ん

でも生きる。生きていて私を信じる者は誰も、 

決して死ぬことはない。このことをあなたは

「老いを生きる」生活雑感 

新老人は死んでも生きる？ 

            福 岡 恒 忠 

－３－ 

      

「創めよ」 

大 島 恒 治 
 

日野原先生の名言は数多ありますが、何と

いっても「創めよ」につきますね。 

「新老人の会」に入会してから、俳句の会

「花明り」に加入し、北山講師のもとで俳句作

りを創めました。 

俳句は世界で最も短い詩で、五・七・五 

という 17拍の短いリズムの中に「季語」を

入れるというルールがあります。実際に俳句

を作ってみて、「季語」を取り込むためには、

五感を総動員する必要があるということに

気づきました。しかし、この五感というもの、

年齢とともに衰えていきます。 

最初に詠んだ句が「合の手を 入れてみ

せたや 鉦
かね

叩き」というものでしたが、次の

年の秋には、今年は鉦たたき（コオロギの一

種）がまだ鳴かぬと気をもんでいたら、家族

から、今盛大に鳴いているよと笑われる始

末で、五感の衰えを感じさびしい気持ちに

なりました。 

そこで、五感にたよることなく、想像力、好

奇心をかきたてて勝負することも日野原イ

ズムにかなうことにならないかと、時代を超

越した世界の情緒というものを想像してみ

ました。 

ご笑覧下さい。 

《太 古》 

切通し ジュラ紀の層に 蝶が舞ふ 
 

 《中 世》 

  ひきがえる 池からとびだし 御簾
み す

の陰 
 

 《戦国時代》 

  虫の音が やみて武蔵は 差料
さしりょう

を 

  小次郎よ つばくろ何羽 切りすてし 

≪心に残る日野原先生の言葉≫ 
 《江戸時代》 

  野袴の 裾にまつわる 風は秋 

  わらじの緒 結ぶ手甲に 初あられ 
 

 《近未来》 

  ・・・・・・ 



信じるか』と読み終わると、即座に「信じま

す」と答えたのでした。 

 その時の彼女は、天の一角を見つめながら

天使に手を引かれているように思われました。 

 人間の現実は〈死〉をもって終わるが、神

の現実は永遠の世界、人間の現実をも包み込

んでいる。新老人の私は、人間の生みの親で

ある、神の許で〈死んでも生きる〉と信じて

生きています。 

 

 

 

 

皆さんは、大乗寺丘陵公園に日野原重明先

生の百歳を記念して植樹したシラカシがある

ことをご存じでしょうか。 

 金沢市「緑と花の課」にお願いして大乗寺

丘陵公園内に植樹の場所を確保し、２０１２年

３月１１日、日野原先生が講演のため金沢に

お越しになった際にシラカシを植樹しまし

た。当日、日野原先生 

は鈴木大拙館を訪ねら 

れたため、残念ながら 

植樹には参加していた 

だけませんでしたが、 

これを契機にサークル「新みどりの会」が発 

足し、記念樹の管理をしてきました。今では 

記念樹は大きくなり、しっかりと大地に根を

張って青々と葉を茂らせています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、２０１３年４月に 

は「新老人の会」石川 

支部設立５周年を記念 

して、シラカシの隣接 

地にエノキを植樹しま 

した。これも元気に生育しています。 

 サークル「新みどりの会」は、会員の高齢

化により解散しましたが、２本の記念樹のお

世話を今後とも続けていかなければならない

と思います。今年度から、「新老人の会」石

川の事業としてお花見を兼ねて記念樹の見守

りが行われるとのことですが、私も見守りを

続けていきたいと思っています。 

皆さんも、現地に足を運び記念樹をご覧に

なって、日野原先生に思いを馳せてみてはい

かがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野原重明先生百歳記念植樹（シラ 
カシ）の見守り 
            数 澤 輝 夫      

川 
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第１６回会員余技作品展開催のお知らせ 
 

 第 1６回会員余技作品展を次のとおり開

催いたします。写真、絵手紙、俳句に限らず

手作りの作品であればジャンルは問いません。

皆さんの出展をお待ちしています。 
 

期 間：２０２４年８月 27日(火) 13：00～ 

    ２０２４年９月１日(日) 15：00 

場 所：石川国際交流サロン 

主 催：日野原重明記念｢新老人の会｣石川 
 

 同封の申込書に必要事項を記載し、８月

９日(金)までに提出をお願いいたします。 

－４－ 



「歌集 母の唐
から

鍬
くわ

 飯田世三」を読んで                          

鈴 木 雅 夫 

                               

 

 

 

昨年９月、「新老人の会」会員の飯田世三さんから「ちょっと本を作ってみたので読んでみて」

と一冊の本を渡されました。飯田さんとはサークル「やさしい太極拳」で月に２回くらいお会い

する程度で、昔は学校の先生をしておられたというようなことしか知りませんでした。 

 帰って本を開いてみると、何と短歌の歌集でした。 

表題は「歌集 母の唐鍬 飯田世三」とありました。 

目次の前に野菜の収穫をしておられる写真と略歴が 

記載してあり、教員として定年まで勤め、退職後も 

社会福祉法人や遺族会、老人会、町内会等のお世話 

をされたこと、何歳になっても挑戦する、他人と交 

流することが大切だと思っていること等が紹介され 

ていました。 

 著者によるあとがきでは、高校時代の「万葉集の学習」で山上憶良、丈部稲麻呂の和歌に心が

惹かれ、いつかこのような歌を作ってみたいと思われたとのことでした。その後も「余裕ができ

たら短歌創作を」との思いを持ち続け、退職後、ＮＨＫ学園短歌講座を受講し短歌創作を始めら

れたとのことです。高校時代の短歌への思いを忘れることなく、数十年後に創作を始め、ＮＨＫ

の全国大会で入選し、遂には歌集を発刊して夢を実現した飯田さんの思いの強さと努力、実行力

に深い感動を覚えました。まさに、日野原先生の「創めること」の実践ではありませんか。 

 また、表題の「母の唐鍬」は、昭和１３年の 

父君の中国徐州での戦死の後、農業一筋で家族 

を支えてこられた母君が永年使っておられた 

「唐鍬」のことで、畑作業とともに飯田さんが 

受け継ぎ現在も大事に使用しているそうです。 

この表題は、母子の絆を象徴すると共に飯田さ 

んの母親に対する敬愛の念が込められているよ 

うに思います。 

 さらに、随所に奥様、ご家族、お孫さんが登 

場し、飯田さんがご家族に囲まれ暖かい生活を 

送っていることが想像されました。 

 歌集には数多くの短歌が収録されていますが、 

特に私の心に残ったのは右記の歌です。 

 この歌集の短歌は、いずれも日々の暮らしを題 

材に、ご本人のいうところの「口語自由詩みた 

いに」表現されており、とても分かり易く、是非、 

皆さんにも一度味わっていただきたいと思ってい 

ます。 
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編 集 後 記 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
能登半島地震からちょうど半年が過ぎました。

復旧・復興にはまだまだ程遠い感じです。そんな

中にあって、励まされ元気の出る原稿をお寄せい

ただいた会員の皆さまに感謝します。 

先の総会で、２０２４年度の事業として、新企画の

会員の集い、サークルが承認されました。例年開

催してきました余技展も予定されています。それ

ぞれの企画に参加していただき、その感想なども

今後の会報に投稿していただけると嬉しいです。 

             （山内ミハル記） 

次号の発行は２０２４年１０月1日、原稿締切日は 

２０２４年８月２０日です。字数は原則８００字程度

でお願いします。 

送付先：高木正二 

    〒920-3114 金沢市吉原町ヨ190番地 

    E-mail sytakagi@sea.plala.or.jp 

編集責任者：世話人代表 山内ミハル 

編 集 委 員：鈴木雅夫、新川光子、福岡恒忠、 

高木正二 

印   刷：「新老人の会」石川 事務局 
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る る い わ き 

よ と で ら 声 

 

い 僕 な 辛 ど 

つ が か ら ん 

で い な か な 

も る い ろ に 

ね よ で と も 

 

ほ 恋 な 気 相 

し の か に 性 

で い な か な 

占 の い け ど 

う ち で ず は 

 

経 悲 な の 勇 

験 し か 結 敢 

で い な か な 

す 恋 い だ 告 

よ も で ね 白 

 

こ つ な た 便 

れ ら か 父 り 

で い な か な 

終 思 い え か 

了 い で る っ 

 

気 強 な 癌 不 

力 く か は 安 

で い な か な 

快 き い ん 電 

復 よ で 臓 話 

 

と い な た そ 

ん ま か た こ 

で い な か な 

み ち い れ の 

ろ ど で て よ 

 

思 涙 な 弟 お 

い は か 喧 さ 

で い な か な 

で つ い し い 

す も で た 兄 

 

話 共 な 楽 天 

が に か し 国 

で い な か な 

き き い ろ ら 

る て で な ば 

 

の あ な い ば 

ん つ か い か 

で い な か な 

よ と い ら ひ 

ね こ で さ と 

 

次回作品募集 

  ひ   

  と   

れ ぼ め と ひ 

  ぼ   

  れ   

 

願 新 な 失 流 

望 し か 恋 す 

で い な か な 

す 出 い く み 

な 会 で 別 だ 

 

つ つ な 学 特 

ま よ か 校 別 

で い な か な 

で 絆 い わ 友 

も い で る 達 

 

 はめ字の面白さは、作る人のアイデア 

次第で全く違う文章が出来るところです。 

風情や哀愁といった日本語の面白さを 

感じながら創作にチャレンジして見ませ 

んか。多数のご応募をお待ちしています。 
 

締め切りは８月２０日 鈴木雅夫まで 福岡 恒忠 

大島 恒治  
光子 

福岡 恒忠 

高木 正二 高木 要子 飯田 世三 

高木 正二 高木 要子 飯田 世三 

飯田 世三 

新川 光子 

大島 恒治 

日
々
の
俳
句 

花
明
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

順
序
不
同)

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴 

木 

雅 

夫 
 
 
 

温
熱
に
気
色
輝
く
紫
陽
花
や 

夕
風
や
送
り
き
し
友
さ
く
ら
ん
ぼ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

下 
美
智
子 

 

露
草
の
瑠
璃
に
添
ひ
行
く
試
歩
の
径 

内
濠
の
逆
さ
櫓
や
夏
燕 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福 

岡 

恒 

忠 

走
り
梅
雨
無
き
ま
ま
の
朝
薄
着
か
な 

住
む
人
の
な
き
庭
先
の
立
葵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

恒 

治 

砂
か
ぶ
り
力
士
の
汗
も
も
ろ
と
も
に 

  

（
テ
ニ
ス
） 

 
 

 
 

二
の
腕
の
白
き
が
た
ぐ
る
初
夏
の
風 

 

新 

川 

光 

子 

春
バ
ラ
や
彩
と
り
ど
り
に
庭
飾
る 

店
先
に
並
ぶ
青
梅
甘
き
香
や 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北 

山 

八
重
子 

百
坪
の
庭
に
紅
白
夏
椿 

夏
夕
陽
海
群
青
に
母
の
里 

－６－ 


